
【主な研究内容】

【経験のある連携事業（地域連携、企業連携、高大連携等】

【今後取り組みたい連携事業、または対応可能な連携事業】

地域や観光関連団体等とのつながりを通じて、学生が観光・インバウンドの現場や地域

の観光課題について実践的に学ぶ機会づくりに、今後取り組んでいきたいと考えていま

す。

キーワード インバウンド観光、外国人旅行者対応、観光案内、観光教育

インバウンド観光に関する関連実務経験として、以下の業務に携わってきました。

・観光案内所等における外国人旅行者への案内・相談対応

・外国人旅行者の動向に関する調査業務

フリガナ ヤタベ　サトル

氏 名 矢田部　暁

所 属 商学部　経営学科

職 階 特任准教授

専門分野 観光学、インバウンド観光、観光振興

インバウンド観光を中心に、外国人旅行者の受入対応、地域固有の文化や自然を活かし

た観光のあり方、観光案内所における情報提供・接遇、観光教育に関心を持ち、教育・

研究活動に取り組んでいます。

これまで、インバウンドに関する公的機関での実務経験を通じて、訪日外国人旅行者へ

の情報提供、観光案内所等における案内・相談対応、インバウンド関連資料の作成等に

携わってきました。こうした経験を踏まえ、観光による地域社会への影響を意識しつ

つ、地域の文化や暮らしの価値や、異文化理解とも関わるものとして観光を捉え、今後

の教育実践や地域連携に活かしていきたいと考えています。


